
藤原京左京九条三坊・ 十条三坊の調査 (耳成線第 1次 )

(昭和55年 10月 ～昭和55年 11月 )

この調査 は,橿原市出合町か ら明 日香村 に至 る村道 (国 道 165号 ～耳成線 )

改良工事 に先立 って,明 日香村域で実施 した ものである。調査地は大官大寺の

西方,小山集落の東方約70mの 水田で ある。また, この地域の水田は,通称 ギ

オ山の山裾部にあた り南か ら北に向か ってやや傾斜 している。

調査地 は藤原京の推定条坊では左京九条三坊,十条三坊 にあたることか ら,

今回の調査では九条大路および坊内の遺構の検出が期待 された。なお調査対象

地は南北 230m,東 西 12mの道路敷地であるので,南北方向に長い調査区を 3

区 (南・ 中・ 北)設定 して,調 査 |

を行 った。

調査区の層序 は南区の南半 と北

半では異な っている。南区南半の

層序が耕土,床土,茶褐色土,黄

褐色土,淡黄褐色土 (地 山)と な

るのに対 して,そ れ以北では,床

土直下 に整地上である黄褐色上が

み られ,以下暗青灰色粘土,黒 灰

色粘土 となる。 この整地上 は厚 さ

0.6～ 1.5mぁ り,南 区の北半か

ら北区北端までの間,南北約 180

mに わた って連続 して存在 しさら

に北に続 くもの と考え られる。整

地上の土質 は南区南半の黄褐色粘

土や地山と類似す る。 また整地上

の上面 は南端 と北端では 1.65mの
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調査地位置図 (1と 3000)
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比高差があ り,南 か ら北へ傾斜 している。整地土か ら

少量の上師器・ 須恵器の ほか,円 筒埴輪が出土 した。

整地上下の暗青灰色粘土面 と整地土面で遺構を検出

したが,南区南半では黄褐色粘土面 と地山面で検出 し

た。整地上 と黄褐色粘土層上面で検出 した遺構 には ,

中世以降の ものと 7世紀代の ものがある。従 って, こ

こでは暗青灰色粘土ない し地山上面で検出 した遺構 を

A期 ,整地土 と黄褐色粘土層上面で検 出 した遺構の う

ち 7世紀代の ものを B期 ,中 世の ものを C期 と大別 し,

各調査区ごとに説明す る。

南区の遺 構  A期 の遺構 には調査区北端で検出 し

た弥生時代の上媛 SK 07～ 11が ある。 いずれの上墳か

らも,畿 内第 V様式上器が出上 した。

B期の遺構 には井戸 SE 02・ 06,溝 SD 01・ 05,土

娘 SK 03・ 04が ある。

井戸 SE 02 は深 さ 2.2mぁ り,岩 盤まで掘込まれ

ている。井戸枠 は抜取 られており,下層 に岩盤の崩壊

土,上層にカーボンを多 く含む暗灰褐色上が堆積 して

いた。埋上の上層か らは銅滓, フイゴの羽□,重弧文

軒平瓦,土器,馬 の四肢骨が出上 した。井戸 SE 06の

井戸枠 も抜取 られてお り,抜取 り跡は平面形が径 2.4

mの 円形 を呈 し,深 さは 2.8mあ る。井戸内か らは,

重弧文軒平瓦,土師器,須恵器が出上 した。

斜行溝 SD 01は SE 02の 南東にあり,西 には続かな

い。幅 1.6～ 2.5m,深 さ 08mぁ り,堆 積土 は 2層

に大別 され る。下層か らは北西岸か ら投棄 された状況

で重弧文軒平瓦,平瓦,銅滓,建築部材,土器が出土

した。南北溝 SD 05は ,幅 1.8m,深 さ 0.4mの規模
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南区遺構配置図 (1:400)



で長 さ28mに わたって検 出 した。堆積土 は 2層 に大別 され,重 弧文軒平瓦が 1

点 出土 した。土壊 SK03 004は 重複 してお り,SK 03が 新 しい。SK 03は 平面精円

形を呈 し,長径 4.8m,短 径 2.3m,深 さ 0.2mぁ る。土壊内には銅滓を含む

焼上が充満 していたが,壁面 は焼 けていない。付近 に炉址の存在が予想 された

が,調査区内には検 出されなか った。 SK 04は 南北 7m,東 西 4mの 不整形な

土壊で,深 さ 0.2m～ o.3mぁ る。土器小片のほか馬の下顎骨が出上 した。

C期 の遺構 としては井戸 SE 13・ 18,溝 SD 16・ 17,土壊 SK 14が ある。井

戸 SE 13は ,深 さ 2.5mの 石組み井戸で,埋土か らは青磁片が出上 した。 SE

18は 平面が円形を呈す る井戸 と思われるが,そ の

大半が崩壊 しているため,本 来の形態・ 規模 は不

明である。

SD 16・ 17は ギオ山の山裾 をめ ぐると考え られ

る溝である。ギオ山には中世の山城の存在が想定

され,或 は山城 に関連す る施設 とも考え られ る。

土壊 SK 14は 径 0。 9mの 円形を呈す る土壊で ,

深 さが 0.6mぁ る。最下部 に小石を敷 き,曲物側

板の痕跡を側壁に残 して いる。 この曲物内に石が

2段 に積み上げ られ,細 長い河原石が 1石 中央部

に落込んでいた。副葬品などはみ とめ られなか っ

たが,立石を伴 う埋葬施設ではないかと思われる。

中区の遺構  C期 の小溝のほかは全て B期の

遺構であ り,掘立柱建物 3,掘 立柱塀 4,溝 2,

土媛 9と 小穴がある。

SB 40は 桁行 3間 ,梁行 2間 の東西棟建物で ,

柱間寸法は桁行が 1.8m等 間,異行が 1.65m等間

となる。柱掘形 は一辺 0.5m前 後の隅丸方形 で ,

いずれ も柱痕跡を残す。 SB 32は 南北棟建物で ,

桁行 6間分を検出 した。柱間寸法は 2.lm等間で
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中区遺構配置図 (1:400)
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あ り,東側 に 3間 の 目隠 し塀 SA 31が 伴 う。 S B 34は

桁行 2間,異 行 上間の南北棟建物で,柱 間寸法 は 2.1

m等 間である。柱掘形の重複関係か ら, S A31よ り新

しい。 SA 33は SB 34の 東 にある南北 2間 の塀である。

重複関係か ら, SB 34よ り古い。 S426は 2間の塀で,

方眼方位北に対 して約 45° 東に偏 して いる。

東西溝 SD 20は ,幅約 3m,深 さ約 0.5mの 素掘 り

の溝であ る。溝か らは飛鳥Ⅳ・ V段階の上器が出上 し

た。東西溝 SD 43は 幅 0.6m,深 さ 0.4mの 規模で ,

断面形 はU字形 を呈する。溝か らは飛鳥Ⅳ段階の上器

が出上 した。 また,こ の溝は SB 40の 柱掘形を切 って

お り, SB 40よ り新 しい。

土壊 には,深 さ 0.4～ 0,7mで埋上に炭化物をわず

かに含む もの (SK 22・ 25。 35。 36)と 深 さ 0.lm前

後で皿状の断面形を呈 し,炭化物を多 く含む もの (S

K21・ 28・ 29・ 45)が ある。土壊 SK 22・ 35・ 36・ 45

か らは飛鳥 Ⅲ段階か らⅣ段階の上器が出土 して いる。

なお, SK 29は 重複関係か らみて, SB 32よ り新 しい。

以上のように, B期 の遺構 は地割の区画 と考え られ

る東西溝 SD 20の 北 に集中 してお り,時期的には 7世

紀第Ⅳ四半期の遺構が多い。 しか し,重複 して いる遺

構 も多 く,建物・ 塀の方位には方眼方位北 に対 して東

へ偏す るもの (SB 32・ 34, SA 30・ 31・ 33・ 26)と

西へ偏するもの (SB 40)と の 2群があるなど,こ れ

らの遺構が さらに時期的に細分 され る可能性が強い。

北区の遺構   A期 の遺構 には弥生時代の斜行溝 S
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D49。 55・ 59,古墳時代の斜行溝 SD 46～ 48・ 51,時

400)期 不明の土壊 SK 52・ 53が ある。斜行溝 SD 46は 幅 3
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北区遺構配置図 (1:
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m,深 さ 0.4mの規模で,中 か らは 6世紀後半 と推定 され る土器が出土 した。

B期 の遺構には土壊 SK 60と 東西溝 SD 50が ある。 SK 60の平面形は径 0.7

mの円形を呈 し,深 さは 0.2mぁ る。埋土 は整地上 と同質の黄褐色上 であ り,

中か ら飛鳥 Ⅱ段階の土師器が出上 した。

東西溝 SD 50は 幅 2.5m,深 さ 0.8mの 素掘 りの溝である。溝内か らは飛鳥

Ⅳない しV段階 と考え られ る土師器が 出土 した。 この溝は九条大路南側溝の位

置にあたるが,北側溝に相当す る溝は,調査区内では検出 していない。調査区

の東方 にある大官大寺下層で検 出 した溝 SD 517(概 報 10)を 北側溝 とすれば ,

側溝心々距離は約 14.7mと なる。

出土遺物  瓦,土器,木製品,金 属製品などがあ り,弥生時代か ら中世に

至 るものが含まれている。

瓦 は軒丸瓦 9点 ,軒 平瓦53点 ,貝 斗瓦33点 ,面戸瓦 4点の ほか丸・ 平瓦があ

る。軒瓦では大官大寺所用瓦 6231型 式 9点 ,6661型 式 7点 のほかはいずれ も重

弧文軒平瓦である。重弧文軒平瓦には二重弧文 3点 ,四 重弧文47点 がある。後

南区出土軒平瓦実測図 (1:4)
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Ocm

出土出器 (床土 ;1・ 2・ 10・ 12,整 地上 ;5。 11・ 18・ 19,暗 青灰色粘土 ;4,SD20;

21・ 23,SD 01 , 7,SK22i 9,SK60;17・ 22,SD43;13・ 26 SD50i14, SK45 ,16 ,
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3, 8,SE 02,6・ 15・

SK35,24)



者は施文具の違いによ り四種 に細分で き, ここではBoCを 図示 した。また ,

平瓦には凸面布 目の ものが比較的多 く認め られ る。

土器 は 7世 紀代の上師器・ 須恵器が出土量の大半を占めている。図示 した土

器の うち,整地上か ら出上 した須恵器 (5)や 整地上下か ら出上 した土器は飛

鳥 I段 階に近 い様相 を示 している。また,上 壊 SK 60出 上の上師器 (17・ 22)

は,坂 田寺跡池 SG 100出土土器 と′共通 した特徴を示 してお り, これ らの上器

は飛鳥 Ⅱ段階 と考え られ る。

木製品では SE 02か ら曲物,整地上下か ら漆製品が出土 した。

まとめ  今回の調査で は,当 地域内で 7世紀前半 に大 々的に整地事業が行

われた事実を確認す るとともに, 7世 紀後半の建物,井戸等を検出 した。

整地上 は, 0.6～ 1.5mの 厚 さで南北の長 さは 180mに 及んでいる。 これま

での調査で大官大寺寺域内に も同様の整地上を確認 してお り (概 報 4), これ

らの整地上が一連の もの とす ると,東 西の範囲は長 さ約 100m以 上 となる。整

地の行われた時期は,整地上上面か ら掘込まれた土 壊 S K60出 土土器や整地上

及びその下の暗青灰色粘土層出土土器か ら7世紀第 Ⅱ四半期頃 と推定 され る。

以上のよ うに出土土器の示す年代観 と整地が大規模であ ることを考慮 し,整地

の要因を宮都 の造営 に結びつけるとす ると,舒 明朝の「飛鳥岡本宮」或 は斉明

朝の「後飛鳥岡本宮」の造営 との関連 も考え られ興味深い。

7世紀後半の遺構の うち,藤原京関係 の遺構 として は,九条大路の南側溝 と

推定 され る溝 1条 のみで,そ の他の遺構 は藤原京 に先行す る時期の もの と考え

られ る。建物の配置やその性格等 については不 明な点が多いが,大 官大寺下層

において も 7世紀の建物や井戸が明 らかにされてお り,そ れ らの遺構 と一連の

もの と考え られる。また,出 上 した瓦の うち,大官大寺所用瓦ではない重弧文

軒平瓦が50点 出土 したことは注 目され る。 これ らの瓦か ら調査地付近 に瓦窯 あ

るいは大官大寺 より古い寺院の存在が推定 され るようにな った。

以上のよ うに, この調査 は道路敷部分 という限定 された調査ではあ ったが ,

上にみたよ うな多岐にわたる問題が提起 された。 さらに今後周辺地域の調査の

進展を待 って検討 したい。
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